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複雑性尿路感染症に対するAG1370の 臨床効果
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要 旨

新 しく開発されたセフェム系抗生剤AG1370を 複雑性尿路感染症25例 に使用 し,内12例(慢 性腎

孟腎炎6例 および慢性膀胱炎6例)に つ いて臨床効果 を検討 した。結果は以下のとお りである。

1.総 合臨床効果

12例 中著効2例,有 効8例,無 効2例 で有効率は83.3%で あった。

2.疾 患病態群別効果

有効率はそれぞれ第1群,第3群,第6群 が100%,第4群75%,第5群 は0%で あ った。

3.細 菌学的効果

尿中より分離 されたE. coli 4株 な ど15株 の うち,S. marcescens 1株 を除 く14株 が 消失 した。

4.副 作用

本剤を使用 した25例 中2例 に悪心がみられ,1例 は投与を中止 し,他 の1例 は投与方法 を点滴静

注法に変更することによって消失 した。 また1例 にGOT, GPT, Al-Pの 上 昇を認めたか投与中止

後正常に復 した。

緒 言

AC-1370は 本 邦で新 しく開 発されたセフェム系抗生剤

で,グ ラム陽性菌か らクラム陰性菌に対 し幅広いスペ ク

トラムをもつか,特 にPseudomonas属 を含む クラム陰性

桿菌に対し良好な抗菌 力を示す といわれている1)。今回わ

れわれはAG1370を 複雑性尿路感染症に使用 し,そ の臨

床効果を検討 した。

1.対 象

昭和57年4月 より昭和58年1月 までに三重大学医学部

附属病院泌尿器科に入院 した患者の うちで尿路に基礎疾

患を有する尿路感染症25例 に投与 し,効 果判定の可能て

あった12例 を対象 とした。年齢は17歳 から71歳 で,平 均

52.7歳 であった。性別は男7例 ,女5例 であった。疾患

別内訳は,慢 性腎孟 腎炎6例 お よび慢性 膀胱 炎6例 で

あった。

II.投 与 方 法

原則として,1回19を1日2回 静注,5日 間 合計10

9を 使用した。なお,1例 は悪心 のため点滴静注法に変更

した。

III.効 果 判 定

UTI薬 効 評価基準(第2版)2)に 従 って判定 した。

IV.成 績

複雑性尿路感染症12例 の一覧をTable 1に 示 した。

1.総 合臨床効果

膿尿 と細菌尿 を指標 とし総合臨床効果を検討 したとこ

ろ,著 効例2例,有 効例8例,無 効例2例 で有効率 は

83.3%で あ った(Table 2)。

2.疾 患病態別効果

結果はTable 3に ま とめた。症例数が少ないので群別

効果を検討するのには無理かあるが,単 独感染症9例 中

第1群 および第3群 は100%,第4群 は75%の 有 効率 を示

した。混合感染症は3例 で第6群 は100%,第5群 は1例

で無効例 であった。

3.細 菌学的効果

尿中分離同定 された菌株はE. coli4株,Proteus属6

株,Ps.cepacia 2株,K. pneumoniae 1株,E. agglomer-

ance 1株,S. marcescens 1株 の 計15株 で あ った。S.

marcescensを 除 く14株 か 消失 し,除 菌率は93%で あ った

(Table 4)。
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with AC-1370

* Before treatment

/ After treatment

本剤投与後出現菌 は2株 あ り,Smarごes6ensとS.

epidermidisで あ った(Table 5)。

4.副 作 用

AG1370を 投 与した25例 につ いて検討 した。2例 に悪

心 を認め,1例 は投与中止によ り,他 の1例 は投与方法

を点滴静注法に変更するこ とにより悪心は消失 した。 ま

たGOT,GPT,Al-Pの 上 昇を1例 に認めたが,投 与中

止後正常に復 した。以上3例 は本剤との関連が疑われた。

V.考 察

尿路感染症はそのほとんどが基礎疾患 を有する複雑性

尿路感染症で,基 礎疾患の治療が優先することは論をま

たないが,化 学療法 を予め施行 しなければならない場合

や,基 礎疾患に対す る処置が何 らかの理由で行い得ない

こともあ る。基礎疾患を有 したままの複雑性尿路感染症

に対する化学療法はいまだ確たる手段がなく,臨 床医の

困惑する一面で もある。

近年化学療法剤(以 下抗生剤 とする)の 発展はめざま

しく,な かで もセファロスポ リン系の抗生剤は中心的存

在であることは衆知の事実 である。反面,Serratia属,

Pmdomonas属 な どの耐性弱毒菌の出現が目立ち,加え

てProtms属,Klesiella属 な どの耐性菌 も相変わちず
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Table 2 Overall clinical efficacy of AC-1370 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of AC-1370 classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response to AC-1370

in complicated UTI
Table 5 Strains appearing after AC-1370

treatment in complicated UTI

の高頻度でみ られ,治 療に悩 まされているのが現状 であ

る。常に新しい抗生剤の出現が待 たれ,今 回登場 したセ

フェム系抗生剤であるAC-1370は 幅 広い スペ ク トラム

を有 し,な かでもグラム陰性桿菌に対 して良好な抗菌力

をもち,複 雑性尿路感染症に対す る治療薬 として大いに
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期待 されるものである。

我々は複雑性尿路感染症25例 にAC-1370を 使 用 した。

その うちUTI薬 効 評価基 準に よ って効果 判定 が可能

であった12例 を対象にして臨床効果 を判定 し,本 剤の有

効性を検討 した。12例中著効例2例,有 効例8例 で有効率

は83.3%で 複雑性尿路感染症治療薬 としては優秀な薬剤

と考えられる。細菌学的効果は尿中分離15株 中14株 が消

失 し,除 菌率 は93%で あ った。わずかにSZ.marzescensに

対 して無効 であったが,Serratn属 に対する抗菌力は決

して良好 といえない基礎実験成績から予想できる結果 と

も い え る。 さ ら に 交 代 菌 と して も出 現 した ところ に本剤

の 問 題 点 が 残 され て い る と も い え,臨 床 的 にSemtiaに

対 す る抗 菌 力 を有 す る薬 剤 との 併 用 な ど工 夫 を要す る と

思 わ れ る。
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We administered a lately developed cephem antibiotic, AC-1370, to 25 patients with complicated uri-

nary tract infection and studied its clinical efficacy in 12 of them (6 with chronic pyelonephritis and the

other 6 with chronic cystitis); and the following were found:
1. Overall clinical efficacy

The efficacy of the treatment was evaluated as excellent in 2, good in 8, and poor in 2 out of the 12

patients, with the effectiveness rate of 83.3%.
2. Efficacy by disease classification

A response rate of 100% was achieved in the patients of groups 1, 3 and 6; 75% in those of group 4,

and 0% in those of group 5.
3. Bacteriological response

Out of 15 isolates from the urine, including 4 strains of E. coli, 14 were eradicated with the exception of
1 strain of S. marceseens.

4. Side effects

Out of the 25 patients treated with AC-1370, 2 complained of nausea. The drug was withdrawn from

one of the 2, while the complaint disappeared from the other on switching the modality to intravenous drip.

GOT, GPT and Al-P rose in another patient, but restored normal after withdrawal of the drug.


